
10広報すおう大島 平成 18 年 ( 2006 年 ) ４月号

募
集

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象
／
高
校
生

　
（
向
学
心
に
富
み
、
経
済
的
な

　

理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ
と
が

　

困
難
な
者
）

■
募
集
人
員
／
若
干
名

■
貸
与
額
／
月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

　

は
各
教
育
支
所
に
備
え
付
け
の

　

貸
与
願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書

　

類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

■
返
還
方
法
／

　

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
翌
月

　

か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

　

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額

　

を
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限
／

　

５
月
19
日
㈮
ま
で
に
周
防
大
島

　

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育

　

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会

　

総
務
課
☎
７
８
‐
０
７
０
０

平
成
18
年
度
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
採
用
試
験

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
受
付
期
間
／

　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
12
日
㈮

■
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）
／

・
５
月
20
日
㈯　

筆
記
試
験

・
５
月
21
日
㈰

　

筆
記
式
操
縦
適
正
試
験

　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

■
試
験
場
所
／
後
日
通
知

②
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
受
付
期
間
／

　

4
月
1
日
㈪
〜
5
月
12
日
㈮

■
試
験
日
（
第
１
次
試
験
）
／

　

5
月
20
日
㈯　

筆
記
試
験

■
試
験
場
所
／
後
日
通
知

※
応
募
資
格
等
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部

　

柳
井
募
集
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

広
島
広
域
都
市
圏
カ
ー
プ
応

援
デ
ー
参
加
者
募
集

■
日
時
／
５
月
20
日
㈯

　

午
後
２
時
試
合
開
始 

　

対
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

　

タ
ー
ズ
戦 

■
試
合
会
場
／
広
島
市
民
球
場

※
午
後
２
時
ま
で
に
現
地
集
合

■
募
集
人
数
／
３
０
０
人

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／
１
人
２
５
０
０
円

　
（
弁
当
・
飲
物
代
を
含
む
）

■
申
し
込
み
／

　

小
学
生
以
下
の
場
合
は
大
人
の

　

同
伴
が
必
要
で
す
。

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者
全
員

　
（
５
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
電
話
番
号
（
当
日
連
絡

　

可
能
な
番
号
）
を
記
入
し
、
４

　

月
21
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

　

に
、
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町

　

１
丁
目
６
番
34
号

　

広
島
市
役
所
企
画
調
整
部
内　

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

　

へ
申
し
込
み

■
参
加
者
の
決
定
／
４
月
28
日
ご

　

ろ
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知

■
問
い
合
わ
せ
／

　

広
島
市
企
画
調
整
部
内 

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

☎
０
８
２
（
５
０
４
）
２
０
１
６

　久賀・庄
しょうじ

地のスイドウは、鎌倉末か室町
初期から江戸初期にかけて構築されたかん
がい用水路である。スイドウとは、谷あい
から流れる自然流水を暗きょで耕地の下に
くぐらせ水路を作り、横穴から樋で必要な
水量だけを取り出し、不要な水はまた耕地
の下を通って下方の水田に送るという仕組
みである。これらは水田開発当時に行われ
た久賀独特のもので、横穴をもつ水路だけ
でも 40 か所以上発見されている。古い形
式の石垣と用水溝の組み合わせで、その規
模から全国的にも珍しい。

庄地のスイドウ（水洞）　（県指定）


